
 

１ 

  

みのり通信 
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 今年の梅雨はあまり雨が降っていませんが、2 年前の豪雨を思い出すとまだまだ気は抜けません。関

東では大雨やヒョウが降るなど悪天候が続いているようです。大きな被害がでなければよいですね。 

 さて、5 月から新しいメール予約システムを導入しました。前日に予約の日時がメールで届くので便

利です。また、健康に関する有益な情報も患者様にお届けできるようになります。そして、ご来院の度

にポイントが付き、貯まりましたらささやかなプレゼントをご用意しております。スタッフがご説明し

ますので、ぜひご登録ください。（今までのメール会員様も新しいシステムへのご登録をお願いいたし

ます） 

 今年で第 5 回を迎える健康講座。7 月 12 日の開催です。私も医局時代からいろいろな分野の勉強を

し、患者様に最善の治療をご提供するよう努めてまいりました。しかし、学びの中で得られた有益な情

報を診療時間内にお一人ずつに詳しくお伝えすることはできません。そこで年に一度ではありますが、

皆様の健康に役立つお話をさせていただく場を設けたいと思って始めた講座です。せっかくお集まりい

ただくのであれば、色々な領域の専門家のお話を聞いていただきたく、私とお付き合いのある先生方に

も講演をお願している次第です。今年は埼玉県から小峰先生をお招きしております。小峰先生は「スー

パードクター」というテレビ番組にも取り上げられ、歯科界ではかなり有名な先生です。できるだけ歯

を削らない最先端の治療法や薬の弊害、望ましい食生活などについてお話しいただけると思います。明

日からの生活に役立つ情報満載です。ぜひご参加くださいませ。 
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世界を走って感じたセカイ 

  ～大切なことは、相手が大切にしているものを大切にすることです。～ 

坂本 達
たつ

              

みやざき中央新聞          

２０１４年６月２日 第 2556号より 

 

 

カメルーンのジャングルの奥深いところにある村にも行きました。 

 普段、外国人が訪れないような村だったのですが、村をあげて歓迎してくれました。どれだけよその人

を受け入れられるかが、もしかしたら村長の器の大きさを表しているんじゃないか、と思えるくらいのも

てなしをしてくれました。 

例えば、大きなお盆のようなお皿にご飯（主食のお米）が盛られて、その上に蛾の幼虫のスープがかかっ

ているぶっかけ飯が出てきました。 

 彼らにとって蛾の幼虫は貴重なタンパク源で、普段はなかなか食べられないのですが、「今日は村長のお

客がいるからごちそうが食べられるぞ！」と村人たちはすごく盛り上がっていました（笑） 

 料理はその 1品だけです。「せめてお米だけでも…」と思って食べていると、次第にみんなの視線が痛い

ほど私に注がれているのを感じました。 

 「この男は俺たちにとって貴重なイモムシをまだ食べていない」と。 

 「彼らにとって大事なものを私が食べないということは、とても失礼なことになるんじゃないか」と思

いました。食べるしかない。私は腹を決めました。 

 そう決めて、皿に盛られたたくさんのイモムシの中から、一番小さなイモムシを見つけ出しました。そ

のイモムシを掴むと、みんなが私の指先に注目しました。口に入れました。でも、さすがに噛む勇気はあ

りません。上を向きながら唾と一緒に一気に飲み込みました。 

 すると、さっきまで厳しい顔で私を見ていた村人たちが嬉しそうにしているんです。中には頷いている

人までいました（笑） 

 

 その状況を見て、私は胸がキュンと熱くなりました。そして、つい心にもない「おいしい」という言葉

を口にしてしまったんです。 

 すると、さらにみんな喜んでくれまして、「もっと食べて、食べて」と、私のお皿はイモムシで山盛りに

なりました（笑） 

 その時、フランス語が話せる 1人の若者がこんなことを言いました。 

 「今までいろんな外国人が来たけど、用意したものを彼らは一切食べなかった。でも、あなたは違う。

あなたは食べた。だから、あなたは私たちの仲間です。」 

 それを聞いた私は鳥肌が立ちました。 

 知っている人が一人もいない。言葉もほとんど通じない。そんな村に１人で訪れることは、やはり私も

抵抗があります。夕方になって目的の村が見えたら、無事についてよかったという安堵感と、今日は受け

入れてもらえるだろうかという不安で胃が痛くなるのです。だからこそ、その村人の言葉はとてもうれし

かったのです。 

                          

 自分を受け入れてもらうために大切なことは、相手が何を大事にしているのかをまず知って、それを自

分も大事にするという行動です。それこそが相手の心を掴むのだと分かったのです。 



 そして、相手が大事にしているものを大事にできれば、きっと自分が大事にされます。逆に、相手が大

事にしているものを自分が大事にしなかったら受け入れられるはずはありません。 

 いろんな国を回りながら、そのことをいつも試されていると思うようになりました。 

相手のことを知ることで思いを共有して、そのために自分にできることは何かを考えて行動する。その

姿勢はすべてに通じることだと思います。 

（国際協力ネットワーク宮崎が主催した講演会より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 昨年のお便りで「昆虫食」について書いたことがあります。昆虫食は世界では珍しいことではないよう

で、蜘蛛とか芋虫などを食べる国もあるようです。世界の人口増と異常気象で食糧難になったら食料自給

率の低い日本も考えなければならなくなるかもしれませんね。 

 この話を読んで、思い出したことがあります。日本では食べることのない食べ物も他の国ではご馳走で

あったりします。天皇家の方は世界各国を訪問されますが、ゲテモノのように見えるものであっても必ず

召し上がるそうです。親善を深める立場の方々なので、さすがだな、と思いました。自分が一生懸命料理

したものを食べてくれなかったらがっかりしますね。食べ物に限らず、相手のためにあれこれと考えてプ

レゼントを選んだのにノーコメントだったりすると悲しいですね。 

 私もマーケティングや経営に関する本をよく読みますが、共通していることは「徹底的に相手の立場に

立つ」、「人が喜ぶことをする」という内容のものが多いです。自分の利益より相手の利益を優先すること。

最近それが分かるようになってきました。 

 当院では初診時にブラッシング指導をする際、新しい歯ブラシを出してカルテ番号をラベリングします

（お金はいただいていません。医院からのプレゼントです）。使用後はそれを滅菌して片付けます。ブラッ

シング指導は月に 1 回しか点数がありません。ですが、プラークがたくさん付いている時、私が処置に入

るまでに時間がかかる時など毎回のように衛生士が仕上げ磨きをさせていただいています。最近ある患者

様が「本当に気持ちいいですね。歯磨きがこんなに気持ち良いものだったなんて知りませんでした」と真

剣な表情でおっしゃってくださいました。その方はあまりブラッシングがお上手ではなかったのですが、

とてもまじめに取り組んでくださるようになり、どんどんお口の中がきれいになってきました。「1 回しか

点数はないのだから」という「自分の立場」でしか診療していなかったらこんなに口腔環境は改善してい

ないと思います。「綺麗なお口になっていただきたい」という想いが伝わったのだと、とても嬉しく思いま

した。私たちの仕事はとても地味です。でも患者様と協力してしっかり噛めるようになっていく過程で、

患者様からいただく感謝や喜びのお声が私たち医療スタッフの人生を豊かにしてくださるのだと改めて思

うこの頃です。 
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